
唐
沢
信
安
著

「
済
生
学
舎
と
長
谷
川
泰
ｌ
野
口
英
世
や

吉
岡
弥
生
の
学
ん
だ
私
立
医
学
校
ｌ

い
ま
か
ら
半
世
紀
ほ
ど
前
で
は
、
街
な
か
の
開
業
医
に
は
未
だ
医
術

開
業
試
験
に
合
格
し
た
老
先
生
方
が
居
ら
れ
た
。
こ
の
方
々
は
ど
う
い

う
訳
か
、
「
検
定
医
」
と
云
わ
れ
て
い
た
よ
う
な
気
が
す
る
。

ラ
ム
を
提
唱
し
て
い
る
イ
ギ
リ
ス
の
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
学
派
に
よ
る
科
学

の
社
会
的
機
能
の
ラ
ジ
カ
ル
な
分
析
に
み
ら
れ
る
方
法
論
で
あ
る
。
」

昔
読
ん
だ
、
分
裂
症
患
者
の
書
い
た
文
章
を
思
い
出
し
た
。
こ
れ
は

一
体
日
本
語
で
あ
ろ
う
か
。
概
念
を
提
示
せ
ず
、
カ
タ
カ
ナ
技
術
用
語

を
頻
出
さ
せ
、
取
り
入
れ
た
ば
か
り
の
知
識
を
ひ
け
ら
か
し
、
文
章
が

生
硬
で
、
論
理
が
飛
躍
す
る
。
自
分
た
ち
以
外
の
学
派
の
研
究
者
に
理

解
、
納
得
さ
せ
る
意
図
も
能
力
も
な
い
悪
文
で
、
東
大
大
学
院
生
を
中

心
と
し
た
若
手
が
、
こ
の
よ
う
な
作
文
を
書
く
と
は
非
常
に
残
念
で
あ

る
。
ま
た
、
編
者
は
ど
の
程
度
、
こ
の
作
文
に
対
し
干
渉
し
た
の
だ
ろ

う
か
。
編
者
は
「
裸
の
王
様
」
も
見
破
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
権
威
に

従
順
な
大
人
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

他
の
七
論
文
は
、
史
料
に
基
づ
い
た
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
論
文
で
、

信
頼
に
値
す
る
。

（
石
田
純
郎
）

〔
シ
ー
ボ
ル
ト
記
念
館
”
長
崎
市
鳴
滝
二
’
七
’
四
○
、
電
話
○
九
五
八
’

二
三
’
○
七
○
七
、
一
九
九
六
年
三
月
、
Ａ
５
判
、
二
八
七
頁
、
二
、
二

○
○
円
〕

い
わ
ゆ
る
第
一
線
の
医
療
を
明
治
十
年
代
か
ら
七
十
五
年
近
く
も
守

り
続
け
て
こ
ら
れ
た
医
術
開
業
試
験
合
格
の
臨
床
医
の
方
々
は
、
大
半

が
済
生
学
舎
の
出
身
と
聞
き
及
ん
で
い
る
。

明
治
九
年
、
西
洋
医
学
を
習
得
し
た
開
業
医
の
急
速
な
養
成
が
の
ぞ

ま
し
い
と
す
る
社
会
的
要
請
に
こ
た
え
て
、
長
谷
川
泰
が
開
設
し
た
私

立
医
学
校
が
済
生
学
舎
で
あ
る
。
大
熊
房
太
郎
（
医
事
評
論
家
）
流
に
い

え
ば
、
〃
医
術
開
業
試
験
を
受
け
る
た
め
の
い
わ
ば
予
備
校
の
よ
う
な
こ

の
学
校
″
で
は
、
明
治
三
十
六
年
に
廃
校
さ
れ
る
ま
で
の
入
学
者
は
、

一
二
、
四
九
四
人
に
達
し
、
試
験
合
格
者
は
九
、
六
二
八
人
に
及
ん
だ

と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
国
民
医
療
に
大
貢
献
し
た
済
生
学
舎
も
、
つ
い
二
十
年

ほ
ど
前
は
、
本
郷
の
ど
こ
に
あ
っ
た
か
実
は
判
然
と
し
て
い
な
か
っ
た
。

順
天
堂
医
院
ま
た
は
東
京
医
科
歯
科
大
学
病
院
の
裏
手
で
あ
ろ
う
と
い

う
程
度
の
認
識
し
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
問
題
を
、
こ

こ
約
十
年
を
か
け
て
唐
沢
信
安
先
生
は
東
京
都
公
文
書
館
に
通
い
続

け
、
更
に
学
舎
の
関
係
資
料
を
全
国
的
に
足
で
収
集
さ
れ
、
済
生
学
舎

創
立
百
二
十
年
目
に
当
た
る
平
成
八
年
に
、
『
済
生
学
舎
と
長
谷
川

泰
」
ｌ
野
口
英
世
や
吉
岡
弥
生
の
学
ん
だ
私
立
医
学
校
ｌ
と
題
し
て
一

冊
に
ま
と
め
ら
れ
、
日
本
医
事
新
報
社
か
ら
上
梓
さ
れ
た
。

こ
の
本
を
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
、
ま
ず
感
ず
る
こ
と
は
、
済
生
学

舎
創
立
当
時
の
長
谷
川
泰
の
情
熱
に
負
け
な
い
、
唐
沢
先
生
の
母
校
の

ル
ー
ツ
解
明
に
向
け
た
情
熱
の
激
し
さ
で
あ
る
。

学
識
す
ぐ
れ
、
魅
力
あ
る
風
格
を
そ
な
え
た
医
育
者
が
輩
出
し
た
明

治
期
の
、
医
育
界
の
歴
史
を
知
ら
な
く
と
も
、
こ
の
本
を
一
読
す
れ
ば
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多
く
の
事
実
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
済
生
学
舎
の
こ
と
は
申
す
に
及

ば
ず
、
そ
の
後
身
で
あ
る
私
立
日
本
医
学
専
門
学
校
や
東
京
医
学
専
門

学
校
誕
生
ま
で
の
過
程
や
、
そ
れ
に
か
か
わ
っ
た
非
常
に
多
く
の
人
物

の
行
動
が
手
に
と
る
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
済
生

学
舎
で
ど
の
よ
う
な
人
物
が
何
を
教
科
書
に
し
て
教
え
て
い
た
か
も
知

る
こ
と
が
で
き
る
。

目
次
を
ひ
ろ
っ
て
み
る
。

第
一
章
長
谷
川
泰
の
生
い
立
ち

第
二
章
大
学
東
校
時
代
の
長
谷
川
泰

第
三
章
創
立
時
の
済
生
学
舎

第
四
章
済
生
学
舎
の
発
展
史

第
五
章
済
生
学
舎
時
代
の
野
口
英
世

第
六
章
済
生
学
舎
の
女
子
医
学
教
育
及
び
そ
の
周
辺

第
七
章
済
生
学
舎
廃
校
の
歴
史
（
前
篇
）

第
八
章
済
生
学
舎
廃
校
の
歴
史
（
後
篇
）

第
九
章
済
生
学
舎
廃
校
後
の
各
種
講
習
会
及
び
私
立
東
京
医
学

校
・
私
立
日
本
医
学
校

第
十
章
長
谷
川
泰
及
び
済
生
学
舎
年
表

第
十
一
章
資
料
集

全
篇
の
中
で
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
出
て
く
る
〃
官
尊
民
卑
″
と
い
う
言
葉

へ
の
思
い
入
れ
と
、
軍
医
不
足
と
な
っ
た
時
な
ど
の
行
政
の
身
勝
手
さ

が
、
医
療
政
策
上
の
考
証
で
も
う
少
し
明
確
と
な
れ
ば
、
さ
ら
に
す
ば

ら
し
い
お
仕
事
に
な
る
と
思
う
。

明
治
の
医
人
も
非
常
に
遠
く
な
っ
た
と
感
じ
て
い
る
の
で
、
み
ず
か

ら
〃
本
郷
の
乞
食
〃
と
称
し
、
〃
本
郷
鎮
台
〃
と
ア
ダ
名
さ
れ
た
長
谷
川

泰
の
奇
癖
に
も
ふ
れ
て
ほ
し
か
っ
た
し
、
済
生
学
舎
に
お
け
る
教
師
の

優
劣
さ
を
き
そ
わ
せ
る
よ
う
な
講
義
の
組
合
せ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（
生
徒

は
好
き
な
教
師
の
講
義
を
選
ん
で
聞
け
た
）
に
も
先
駆
性
を
感
ず
る
の
で

ふ
れ
て
ほ
し
か
っ
た
。

唐
沢
先
生
の
今
後
の
研
究
が
さ
ら
に
発
展
さ
れ
る
こ
と
を
祈
り
筆
を

燗
く
。

（
中
西
淳
朗
）

〔
日
本
医
事
新
報
社
恥
東
京
都
千
代
田
区
神
田
駿
河
台
二
’
九
、
電
話
○
三

’
三
二
九
二
’
一
五
五
一
、
一
九
九
六
年
十
一
月
、
Ａ
五
判
、
二
二
四
頁
、

二
、
○
六
○
円
〕

山
県
州
医
師
会
細

「
広
島
県
山
県
郡
医
師
会
史
上
・
下
』

本
書
は
下
巻
の
資
料
編
が
平
成
五
年
四
月
三
十
日
に
刊
行
さ
れ
、
上

巻
が
同
八
年
九
月
三
十
日
に
遅
れ
て
発
行
さ
れ
て
、
本
論
篇
と
な
っ
て

い
る
。
そ
れ
は
通
史
編
と
各
論
編
に
分
か
た
れ
、
付
編
と
し
て
医
人
伝

と
現
医
師
会
員
に
よ
る
一
人
一
稿
と
な
り
、
医
事
年
表
が
つ
け
ら
れ
て

い
る
。
本
書
刊
行
後
、
広
島
県
医
師
会
は
そ
の
速
報
で
、
上
巻
は
一
六

○
一
号
（
平
成
八
年
十
二
月
二
十
五
日
）
の
渡
辺
晋
に
よ
り
、
下
巻
は
一
四

七
九
号
（
平
成
五
年
八
月
五
日
）
に
江
川
義
雄
に
よ
り
書
評
が
紹
介
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

本
書
は
広
島
県
に
お
け
る
一
郡
医
師
会
の
記
録
と
は
な
っ
て
い
る
も
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